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マークのついている日
ひ

はあいうえおはなしかいです。（１５時
じ

から B1集会室にて） 

マークのついている日
ひ

はあかちゃんおはなしかいです。（１４時
じ

から B1集会室にて） 

マークのついている日
ひ

はスペシャルイベントがあります。 

豊島区立目白図書館   

〒１７１－００３１   豊島区目白４－３１－８  

 ☎０３－３９５０－７１２１ 

●開館時間● 

 平日     ９：００～２０：００  

 土・日・祝日 ９：００～１８：００ 

 

●休館日●（第１月曜日・第４金曜日） 

 【10月】２日（月） 27日（金） 

  【1１月】６日（月） 2４日（金） 

 

「赤い鳥」創刊 100年 



豊島区で誕生した『赤い鳥』 
 『赤い鳥』は、1918 年（大正７年）、主幹・鈴木三重吉の手により豊島区目白

で誕生しました。童話・童謡・詩を扱った本格的な児童文芸誌で、北原白秋、芥

川龍之介、菊池寛らそうそうたる文芸人が関わり、また新美南吉、坪田譲治など

現代児童文学の礎となる作家を輩出しました。来年がちょうど創刊 100年となる

ことで、児童文学界ではさまざまな記念行事が予定されています。 

そこで今回は、『赤い鳥』に関する資料をご紹介します。 

 

『赤い鳥』（復刻版）通巻 1号～196号 鈴木三重吉／主幹 日本近代文学館 

『赤い鳥』と鈴木三重吉 赤い鳥の会／編 小峰書店 

赤い鳥翔んだ－鈴木すずと父三重吉ー 脇坂るみ／著 小峰書店 

「赤い鳥」の時代ー大正の児童文学ー 桑原三郎／著 慶応通信 

子ども観の近代ー『赤い鳥』と「童心」の理想ー 河原和枝／著 中央公論社 

こどもの再発見ー豊島の児童文化運動と新学校ー 豊島区立郷土資料館編   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

―５年生
ねんせい

 国語
こ く ご

 掲載
けいさい

― 

 文字
も じ

なし絵本
え ほ ん

はお好
す

きですか。文字
も じ

がないことで内容
ないよう

が限定
げんてい

されないため、よ

り個人的
こ じ ん て き

な世界
せ か い

を堪
たん

能
のう

できます。例
たと

えば、ディヴィット・ウィーズナーはかなり複雑
ふくざつ

なお話
はなし

も文字
も じ

なし絵本
え ほ ん

でユーモアを交
まじ

えて魅
み

せてくれます。 

さて今回
こんかい

取
と

り上げる本
ほん

は、ベルギー生
う

まれの画家
が か

・絵本
え ほ ん

作家
さ っ か

ガブリエル・バンサ

ンの代
だい

表作
ひょうさく

の１冊
さつ

。画家
が か

として活躍
かつやく

していた彼女
かのじょ

が絵本
え ほ ん

を出版
しゅっぱん

するのは５０代
だい

に入
はい

ってからです。１０代
だい

の美術
びじゅつ

学校
がっこう

時代
じ だ い

に日本
に ほ ん

の水墨画
す い ぼ く が

に影響
えいきょう

を受
う

けたという彼女
かのじょ

は、この作品
さくひん

で、余白
よ は く

を大胆
だいたん

に使
つか

い、卓越
たくえつ

したデッザン力
りょく

による、ゆるぎない筆致
ひ っ ち

のみで悲
かな

しい犬
いぬ

の物語
ものがたり

を綴
つづ

ります。迫力
はくりょく

のある線
せん

と想像力
そうぞうりょく

を刺激
し げ き

する空白
くうはく

の魔力
まりょく

に

導
みちび

かれ、私
わたし

たちはいつしか、風
かぜ

、空
そら

の色
いろ

、犬
いぬ

の熱
あつ

い息
いき

をも感
かん

じるようになるでしょ

う。さあ、あなたも孤独
こ ど く

な犬
いぬ

の 魂
たましい

のふるえを、その手
て

で、目
め

で感
かん

じてみませんか。 

『アンジュール』 ガブリエル・バンサン／作
さ く

 

 

きょう か   しょ   ぼん     よ 



 

 

 

【 館長だより ～めじろの森から～ 】 
 

 夏らしくなかった今年の夏。しかも逃げるように去っていき、季節はいきなり秋へと切り

替わりました。目白の森では、いろいろな植物が実をつけ始めています。小屋の前の柿の

木には、こずえの高いところに少しだけ育った実が色づいてきています。日差しは暖かくて

も森を抜ける風は少しひんやりし、不快な虫も減っていますので、今は散策やお昼の休憩

にとても気持ち良いスポットになっています。 

 10 月 1 日、豊島区立郷土資料館がリニューアルオープンしました。池袋消防署の隣、

以前は勤労福祉会館と言っていた建物がまるごと改装され、「IKE･Biz としま産業振興プラ

ザ」という、ちょっとおしゃれなビルに生まれ変わりました。その７階に郷土資料館は入って

います。資料館という言い方はカタいですが、豊島区の歴史をパネルやジオラマ展示で解

説したミニ・ミュージアムです。知らなかった昔の「トシマ」の姿を、ぜひ見に行ってください。 

一般コーナー   「世界の祭り」 

秋といえば、お祭りの季節。世界中のいろんなお祭りの本を集めました。 

 

YAコーナー  「図書館で、読む、知る、音楽。」 

読書の秋×芸術の秋。 

読んで知る！ 音楽についての知識を深めよう！ 

 

児童

じどう

コーナー  「秋
あき

といえば…」 

おいしい秋
あき

の味覚
み か く

、キレイなお月
つき

様
さま

、 

楽
たの

しい運動会
うんどうかい

・・・ 

きみは、なにを思
おも

いうかべるかな？ 

【今月の特集展示】 


